
平成™›年Ÿ月š—日 木曜日 第œŸ�œ号官 報
六
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

姫
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
並
び
に
標
柱
八
号
か
ら
十

一
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
八
号
と
十
一

号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
糸
魚
川
市
大
字
大
所
字
牧
山

九
八
九
番
六

一
号
、
二
号
及
び
七

号

九
八
九
番
四
八
七

三
号

九
八
九
番
四
八
七
地
先
道
路
敷

四
号

九
八
九
番
六
五
九

五
号

九
八
九
番
三
二
六

六
号

九
八
九
番
五

八
号
及
び
十
一
号

九
八
九
番
三
五
九

九
号
及
び
十
号

七
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

正
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱

一
号
と
二
十
号
を
結
ん
だ
線
か
ら
奈
川
合
流
点
ま
で

の
区
間
の
正
沢
の
中
心
線
か
ら
左
右
各
岸
十
五
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
土
地
の
区
域
（
昭
和
三
十
七
年
建
設
省

告
示
第
千
九
百
二
十
六
号
で
指
定
し
た
土
地
の
区
域

を
除
く
。）

長
野
県
松
本
市
奈
川

二
一
二
二
番
二

一
号

二
一
二
二
番
一
四

二
号
か
ら
十
三
号

二
一
二
二
番
二
一

十
四
号

二
一
二
二
番
二
二

十
五
号

一
九
五
三
番
一
三

十
六
号
か
ら
二
十
号

三
重
県

桑
名
市

三
重
県

津
市

三
重
県

伊
勢
市

三
重
県

鈴
鹿
市

三
重
県

明
和
町

三
重
県

鳥
羽
市

三
重
県

玉
城
町

三
重
県

紀
北
町

三
重
県

名
張
市

滋
賀
県

草
津
市

滋
賀
県

大
津
市

大
阪
府

大
阪
市

大
阪
府

堺
市

大
阪
府

高
槻
市

大
阪
府

河
内
長
野
市

大
阪
府

藤
井
寺
市

大
阪
府

豊
中
市

兵
庫
県

B
屋
市

徳
島
県

徳
島
市

高
知
県

土
佐
市

大
分
県

津
久
見
市

四
、
調
査
期
間

平
成
二
十
四
年
及
び
平
成
二
十
五
年

（
た
だ
し
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
、
岐
阜
県
岐
阜
市
、
静
岡
県
静
岡
市
、
三
重
県
津

市
、
三
重
県
鈴
鹿
市
、
三
重
県
大
津
市
、大
阪
府
堺
市
、

大
阪
府
高
槻
市
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
、
大
阪
府
豊
中
市

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
〜
平
成
二
十
五
年
）

（
た
だ
し
、
神
奈
川
県
大
和
市
、神
奈
川
県
秦
野
市
、

静
岡
県
富
士
市
、
静
岡
県
沼
津
市
、
静
岡
県
伊
豆
の
国

市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
、
三
重
県
桑
名
市
、
三
重
県
伊

勢
市
、
大
阪
府
大
阪
市
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
三
年
〜
平
成
二
十
五
年
）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
三
十
四
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
、
調
査
の
種
類

都
市
部
官
民
境
界
基
本
調
査

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
交
通
省

三
、
調
査
地
域

茨
城
県

古
河
市

栃
木
県

下
野
市

千
葉
県

流
山
市

東
京
都

三
鷹
市

神
奈
川
県

横
浜
市

神
奈
川
県

横
須
賀
市

神
奈
川
県

伊
勢
原
市

神
奈
川
県

大
和
市

神
奈
川
県

秦
野
市

神
奈
川
県

松
田
町

神
奈
川
県

平
塚
市

神
奈
川
県

藤
沢
市

富
山
県

高
岡
市

長
野
県

須
坂
市

岐
阜
県

岐
阜
市

岐
阜
県

羽
島
市

静
岡
県

静
岡
市

静
岡
県

熱
海
市

静
岡
県

沼
津
市

静
岡
県

富
士
市

静
岡
県

伊
豆
の
国
市

愛
知
県

名
古
屋
市

愛
知
県

み
よ
し
市

愛
知
県

半
田
市

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
三
十
五
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
、
調
査
の
種
類

山
村
境
界
基
本
調
査

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
交
通
省

三
、
調
査
地
域

埼
玉
県

小
川
町

静
岡
県

三
島
市

兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市

徳
島
県

三
好
市

徳
島
県

那
賀
町

大
分
県

津
久
見
市

四
、
調
査
期
間

平
成
二
十
四
年
及
び
平
成
二
十
五
年

（
た
だ
し
、
埼
玉
県
小
川
町
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
二
年
〜
平
成
二
十
五
年
）

（
た
だ
し
、
静
岡
県
三
島
市
、
徳
島
県
三
好
市
、
徳

島
県
那
賀
町
、
大
分
県
津
久
見
市
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
三
年
〜
平
成
二
十
五
年
）

〇
観
光
庁
告
示
第
十
二
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
研
修
機

関
か
ら
研
修
業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十

八
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

観
光
庁
長
官

井
手

憲
文

一

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日

二

登
録
番
号

第
二
十
九
号

三

登
録
研
修
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ

Ｂ
沖
縄

四

住
所

沖
縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
四
丁
目
十
九
番

三
十
号

五

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

沖
縄
県
那
覇

市
お
も
ろ
ま
ち
四
丁
目
十
九
番
三
十
号

六

法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

宮
島

潤

一
七

失
効
年
月
日

平
成
二
十
四
年
八
月
十
七
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
五
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

仙

台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
六
e

六
e

四

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
四
〇
度
五
〇
分
東
経
一
四
三
度
五
五

分
、
北
緯
四
〇
度
五
〇
分
東
経
一
四
四
度
一
〇
分
、

北
緯
三
八
度
四
二
分
東
経
一
四
五
度
五
分
、
北
緯
三

六
度
東
経
一
四
二
度
四
五
分
、
北
緯
三
六
度
東
経
一

四
一
度
五
八
分
、
北
緯
三
六
度
三
八
分
東
経
一
四
一

度
五
五
分
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域

ロ

期
間

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
七
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

音
響
測
距
装
置
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

測
位
装
置
等
に
よ
る
海
底
地
殻
変
動
観
測

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

三
管
区
水
路
通
報
第
三
十
二
号
（
平
成
二
十
四
年

八
月
十
七
日
発
行
）

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
四
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

神
奈
川
県
横
須
賀
市
夏
島
町
二
番
地
一
五

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
三
二
度
三
〇
分
、
北
緯
三
三
度
四
〇

分
、
東
経
一
三
四
度
一
〇
分
、
東
経
一
三
六
度
五
〇

分
の
各
経
緯
度
線
で
囲
ま
れ
る
海
域（
陸
域
を
除
く
）

ロ

期
間

平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
海
底
地
形
調
査
等

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

四
管
区
水
路
通
報
第
三
十
三
号
（
平
成
二
十
四
年

八
月
二
十
一
日
発
行
）、
五
管
区
水
路
通
報
第
三
十

三
号
（
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
発
行
）
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